
 

 

 

 

 
 

今年度も、管内 18地区の定点圃場で病害虫、分げつ、草丈などの水稲生育状況調査 

を行い、毎週、病害虫の発生状況などの情報提供を行いますので、ご活用ください。 

 

 
 

【渇水に備えた今後の栽培管理】 
① 畦畔のモグラ穴など漏水箇所を点検し、 

漏水防止に努める 

② 圃場全体に効率良く、用水が行き届くよう、中干し時に溝切りをしておく 

③ 用水を大量に必要とするかけ流しは極力控える 

 

【田植え後の水管理のポイント】 
 ① 田植え直後は“深水管理”、活着後は“浅水管理”! 

     →深水を続けると発根や分げつの発生が悪くなり、初期生育の抑制に繋がります。 

② 除草剤を効果的に効かせる!! 

   →除草剤散布後、５日～７日程度は、湛水状態を保持する。（落水・掛け流し禁止） 
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